
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
４
月
に
行
っ
た
、

憲
法
に
関
す
る
世
論
調
査
で

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
に
つ
い

て
の
回
答
は
「
賛
成
」
が
62
％
、

「
反
対
」
27
％
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
年
代
別
に
見
る
と
、
60

代
以
下
は
「
賛
成
」
が
70
％
以

上
で
、
70
歳
以
上
は
「
賛
成
」

が
48
％
、
「
反
対
」
が
40
％
と

報
道
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
国

民
、
特
に
若
い
世
代
は
賛
成
と

の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
法
第
750
条
は
夫
婦
の
同
氏

を
定
め
て
お
り
、
違
憲
訴
訟
が

何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
最
近

の
最
高
裁
で
は
２
０
２
１
年
6

月
23
日
に
「
合
憲
」
と
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
、

こ
の
条
文
は
違
憲
と
ま
で
は
言

え
ず
、
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」

は
国
会
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
結
論
を
得
る
べ
き
と
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
何
人
か
の
裁
判

官
は
違
憲
と
し
て
い
ま
す
。

国
際
女
性
デ
ー
の
3
月
8
日
、

経
団
連
や
経
済
同
友
会
、
選
択

的
夫
婦
別
姓
の
早
期
実
現
を
求

め
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
有
志

の
会
な
ど
が
「
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
早
期
実
現
を
要
望
し

て
い
ま
す
。
法
務
省
」
や
外
務

省
、
首
相
官
邸
な
ど
に
対
し
て
、

同
制
度
を
定
め
る
法
改
正
の
要

望
書
や
経
営
者
ら
に
よ
る
署
名

を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
（
２
０
２
１
年
）

第
2
回
定
例
会
で
「
夫
婦
・
親

子
同
氏
を
維
持
し
、
旧
姓
の
通

称
使
用
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
が

採
択
さ
れ
意
見
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

前
議
会
の
総
務
教
育
常
任
委

員
会
で
は
、
2
対
3
で
不
採
択

と
の
結
論
で
し
た
が
、
本
会
議

で
9
対
8
で
逆
転
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
意
見
書
で
は
10
対
7

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

提
出
さ
れ
た
請
願
文
書
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
く
だ
さ
い
。

米
原
市
は
令
和
5
年
4
月
か

ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
今
「
同
性
婚
」

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
な
ど
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
が
重
要
課
題
と
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
夫
婦
の
形

が
求
め
ら
れ
個
人
の
幸
福
追
求

権
、
個
人
の
尊
厳
が
問
わ
れ
る

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
6
月
の
意
見
書
で

は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
で
は

「
親
子
間
で
子
ど
も
の
姓
が
異

な
り
、
兄
弟
姉
妹
が
バ
ラ
バ
ラ

の
姓
で
子
ど
も
に
好
ま
し
く
な

い
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

今
、
国
際
結
婚
が
当
た
り
前
の

社
会
で
は
当
然
、
別
姓
と
な
り

ま
す
が
、
別
姓
が
子
ど
も
に
好

ま
し
く
な
い
と
い
う
の
は
、
言

い
過
ぎ
で
す
。
ま
た
、
今
、
い

ろ
い
ろ
な
家
族
形
態
が
あ
り
親

子
の
姓
が
異
な
る
家
庭
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
家
庭
の
子
ど
も

に
好
ま
し
く
な
い
と
の
記
載
自

体
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
姓
の
問
題
で
事
実

婚
で
し
か
対
応
で
き
な
い
事
の

方
が
不
幸
だ
と
考
え
ま
す
。
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5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日
で
し
た
。
現
在
の
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
77
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
選
択
的
夫
婦
別
姓
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
憲
法
第
13
条
（
個
人
と
し

て
の
尊
重
、
幸
福
追
求
権
）
、
14
条
（
法
の
下
の
平
等
）
、
第
24
条
（
個
人
の
尊
厳
、
両
性
の
本
質

的
平
等
）
な
ど
の
規
定
に
合
わ
せ
て
堂
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

世
論
調
査
結
果
は

６
２
％
は
賛
成
、
反
対
は
２
７
％

最
高
裁
の
判
断
は

経
済
界
も
要
望

経団連で旧姓使用の問題を指摘する

青野慶久氏（IT企業サイボーズ社長）の発言

婚
姻
後
も
旧
姓
を
使
い
続

け
る
「
旧
姓
の
通
称
使
用
」

は
す
で
に
多
く
の
企
業
で
浸

透
し
て
い
る
。
し
か
し
、
例

え
ば
多
く
の
金
融
機
関
に
お

い
て
旧
姓
が
併
記
さ
れ
た
証

明
書
を
提
示
し
て
も
、
旧
姓

名
義
で
口
座
を
作
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
旧
姓

の
使
用
者
が
災
害
時
に
新
姓

で
被
災
者
名
簿
に
載
っ
て
も

同
一
人
物
と
認
識
さ
れ
な
い

等
、
通
称
で
は
限
界
が
あ
る
。

ま
た
、
旧
姓
の
通
称
使
用

は
国
際
社
会
で
は
通
用
し
な

い
。
他
国
で
は
旧
姓
使
用
の

概
念
は
な
く
、
国
際
規
格
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る

パ
ス
ポ
ー
ト
の
IC
チ
ッ
プ
に

は
旧
姓
が
記
録
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に

旧
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
査
証
や
航
空
券

を
旧
姓
で
取
得
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
出
入
国
時
や
ホ
テ

ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
、

予
約
名
と
パ
ス
ポ
ー
ト
名
が

異
な
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
な
ど
、
旧
姓
使
用
は
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
人
に

と
っ
て
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ

て
い
る
。

企
業
や
行
政
に
と
っ
て
も
、

旧
姓
・
新
姓
の
両
方
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
と
業
務
体
制
が
別
途

必
要
に
な
っ
て
お
り
、
非
効

率
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
姓
の
通

称
使
用
は
、
社
会
・
個
人
に

莫
大
な
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を

背
負
わ
せ
て
い
る
。
姓
を
変

え
ず
に
婚
姻
で
き
る
選
択
肢

を
作
る
こ
と
で
、
発
生
し
て

い
る
コ
ス
ト
を
大
き
く
低
減

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
女
性

活
躍
の
さ
ら
な
る
促
進
、
日

本
企
業
の
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。

米
原
市
議
会
の
対
応
は

見
直
し
が
必
要

家
族
の
あ
り
方
は
多
様


